




要旨

ウイルソン病のマススクリーニンダを実際に新生児ろ紙血を用い実施し有用性およびその

問題点について検討した。現在の新生児マススクリーニングと同様の採血によるろ紙血を

用い 954 検体について測定を行った。平均値は 3.48+1.18mg/d1 (全血表示)で最低値は 1.0

mg/dl であった。過去 3 年間に 2309 例のスクリーニングを行い、低値例 4 例について月

齢 7 ヵ月で再検を行ったが全例正常であった。4 例中 2 例は肝機能異常症として経過観察

されていた。


